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＜国土文化の再興に向けて＞
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出典：日本風景街道の実現に向けて
～美しい国土景観の形成を目指した国民的な運動を～ 提言（Ｐ４）、

平成19年4月20日、日本風景街道戦略会議

これまでの活動成果



◆カテゴリーごとの主な活動内容例◆

カテゴリー 代表的な活動内容

Ａ 美しい国土景観の形成 ①広告看板の撤去

②清掃活動（美化活動）

③植栽・花植

④景観保全制度（協定・条例の締結含む）

⑤建物・施設等の保全・維持管理（歴史・文化の継承）

⑥ビューポイントの整備

Ｂ 地域活性化 ①地域等の情報発信

②イベント開催
（体験学習・ウォーキング・祭り・サイクル・フォトコンテスト等）

③オリジナル商品・地域特産品の販売

④オープンカフェ等の実施

⑤道の駅との連携

⑥その他の活動・団体（ＮＰＯ・学校等）との連携

Ｃ 観光振興 ①ルートマップ・ガイドマップの企画・作成・配布

②観光案内板の設置

③ツアーの企画立案・実施

④情報の多言語化

⑤外国人観光客の誘致
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これまでの活動成果



Ａ：美しい国土景観の形成
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<取組前（看板の乱立）> <看板の自主撤去>

<看板の集約化・設置>

<取組前（富士山への眺望の阻害）>

<設置者（静岡県）による撤去>

<富士山と草原の風景が復活>

ぐるり・富士山風景街道/Ｈ19九州横断の道やまなみハイウェイ/Ｈ25
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・街道沿いに乱立する広告看板を各ルートで撤去し景観保全に努めているものの、大掛かりな工事を伴う
ケースも存在。

・景観保全は、行政との連携による対応も期待される。

これまでの活動成果

①広告看板の撤去Ａ：美しい国土景観の形成



やんばる風景花街道/Ｈ29

やんばる風景花街道/Ｈ29

日豊海岸シーニック・バイウェイ
/Ｈ22

<眺望を阻害する雑木の剪定>

<定期的な除草活動> <定期的な清掃活動>

<定期的な清掃活動>

<定期的な除草活動>

日豊海岸シーニック・バイウェイ
/Ｈ22

のしろ白神の道/Ｈ29

<バイパス沿線の黒松剪定>

5

・沿道景観を保全するための定期的な清掃活動や除草活動等は、全国的に積極的に実施されている。
・定期的な活動は活動団体同士の交流の場ともなり、今後も継続的に取組まれることが期待される。

Ａ：美しい国土景観の形成 ②清掃活動（美化活動）

これまでの活動成果

日豊海岸シーニック・バイウェイ
/Ｈ22



・植栽・花植活動では日常的な活動の他、イベントにあわせて実施しているケースや、高校生や中学生などの
教育の場としての活用、民間企業のＣＳＲ活動とのタイアップ等、各地で創意工夫のもと積極的に実施され
ており、今後も継続的な取組が期待される。

<園児による菜の花の種まき>

<遊休地への菜の花の種まきイベント（150人の参加）>

<花植の菜の花イベント（渥美半島菜の花まつり）>

渥美半島菜の花浪漫街道/Ｈ29

渥美半島菜の花浪漫街道/Ｈ29

渥美半島菜の花浪漫街道/Ｈ29 渥美半島菜の花浪漫街道/Ｈ29

<高校生による植栽/ルート間で連携>

江戸・東京・みらい街道、浅間・白根・志賀さわやか街道/Ｈ29

大雪・富良野ルート/Ｈ25 6

<民間企業（北海道コカ・コーラボトリング㈱）との連携植樹祭>

<植樹活動>

シーニックバイウェイ北海道推進協議会/Ｈ25

③植栽・花植Ａ：美しい国土景観の形成

これまでの活動成果
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・地域と行政が一定ルール（協定・条例の締結等）の下、景観保全体制を構築している事例は多くない状況。
・特に景勝地や歴史的な地域周辺では、活動団体の協力を得ながら行政主導でルール作りを行っていくことも

期待される。

空き家 斡旋･修景後(イタリアンレストラン)

連携して一体的な取組体制

日本風景街道熊野推進協議会

和歌山県

熊野川

川舟センター

和歌山県

（道路管理者）

①景観への配慮依頼
②景観配慮の承諾

ガードレール
の塗装（茶系）

（県事業）
③塗装事業

の実施

～「地域・行政」協働の景観整備事業の例～ ～町家の活用による歴史的な建物の保全･活用の例～

取組体制

専門アドバイザー

新世紀くらわんかストリート/Ｈ22

国道168号沿いに流れる「熊野川」からの景観のうち、ガードレールに
よる景観阻害箇所について、更新時期に達したものから景観に配慮した
ものへ更新しているが、更新時期に達していないものについては更新ま
での間も景観に配慮するため、茶系色の塗装を行った。（県事業）

枚方宿地区まちづくり協議会
・町家情報「五十六番館」
（枚方町屋情報バンク部会）

（構成）
8自治会、3商店会、枚方文化観光協会、
宿場町枚方を考える会、各種団体 等

Ｈ18年に「枚方宿地区まちづくり協議会」の部会として、町家情報
バンク｢五十六番館｣を設立。町家を貸したい人と借りたい人を結び、
地域の空家活用を支援。斡旋した建物の改築には、市の歴史的な建
物の修景に対する補助制度を活用する等、官民一体で活動している。

④景観保全制度（協定・条例の締結含む）Ａ：美しい国土景観の形成

これまでの活動成果

③ボランティア
で塗装活動参加

日本風景街道熊野/Ｈ20

塗装した茶色のガードレール 塗装した茶色のガードパイプ

写真：日本風景街道熊野ＨＰより
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・建物･施設等の保全・維持管理に向け、地域学習会の開催やガイド養成講座の実施、学校（小・中・高）の授
業での学習、景観点検の実施等の歴史・文化の継承活動を各地で実施しており、今後も継続的な取組が期待
される。

<地域学習会の開催>

風待ち海道/Ｈ29

<ガイド養成講座> <オーストラリアマッキロップ高との交流事業>

<小学校での学習会> <景観点検の実施（現地作業）> <景観点検の実施（検討）>

風待ち海道/Ｈ29

風待ち海道/Ｈ29風待ち海道/Ｈ29

琉球歴史ロマン街道「宿道」南部ルート/Ｈ28琉球歴史ロマン街道「宿道」南部ルート/Ｈ28

⑤建物・施設等の保全・維持管理（歴史・文化の継承）Ａ：美しい国土景観の形成

これまでの活動成果



<ビューポイントパーキング（大空町）>

<シーニックデッキ（清里町）>

・ビューポイントの整備は、活動団体単独で実施するには予算的なハードルも高く、これまでの活動事例は
限定的である。

・今後は、道路管理者などの行政の主導による、美しい景観を感じられる施設整備が期待される。

東オホーツクシーニックバイウェイ

東オホーツクシーニックバイウェイ

主体：ながさきサンセット・オーシャンロード推進協議会
協力：長崎県道路維持課
費用：県単事業

After

Before

<ビューポイントパーキング>

ながさきサンセットロード/Ｈ20

パーキングからの夕日

⑥ビューポイントの整備Ａ：美しい国土景観の形成

これまでの活動成果
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・「美しい国土景観の形成」に関する取組では、２つ回答が35ルートと最も多い。
・ハード的取組がないルート（回答なし、又はソフト的取組のみ）は、全体の約７割を占める。

出典：Ｈ28日本風景街道パートナーシップ
アンケートより集計

（ルート数）
Ｎ＝132

Ｎ＝132※「美しい国土景観の形成」の取組への回答が無いことを意味し、
「地域活性化」「観光振興」を含め、全く取組みが無いことではない。

※

※

ソフト的取組のみ
39％

（ 52 ）

ハード的取組のみ
7％

（ 9 ）

ソフト・ハード両方
28％

（37）

Ｑ：「美しい国土景観の形成」に関して、これまで行ってきた主な活動を教えてください。

▲ルートによる回答項目数の分布

▲ルートによる回答項目数の分野別割合

（取組なし）

回答なし（取組なし）
26％

（34 ）

ハード的取組がないルートが約７割

「美しい国土景観の形成」に関する現状

注）
ハード的取組：施設等の物理的な整備を伴う取組
ソフト的取組：施設等の物理的な整備を伴わない取組

（ )内はルート数



【ソフト的取組実績】

【ハード整備を伴う取組実績】

植栽・花植 清掃活動 建物･施設等の
保全･維持管理

景観
診断

地域計画
の制定

（景観）

情報発信
（景観）

案内看板
の設置

ビュー
ポイント
の整備

防護柵等の色塗り

看板の撤去・集約化

出典：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケートより集計※その他に分類される少数意見は除外

（取組数）
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・これまでの活動実績では、「植栽･花植」「清掃活動」等を中心としたソフト的な取組が多い。
・一方、行政関与が必要であり費用面での負担が大きいハード整備を伴う取組は、少ない状況にある。

沿道樹木の伐採

無電柱化

（取組数）

注）複数回答で設問

ソフト的取組に対し、
ハード整備を伴う取組が少ない合計：６２

合計：１５０

「美しい国土景観の形成」に関する現状

注）複数回答で設問



○国県市町村道などを含む、案内標示事業を国主導でできないか。活動団体ではハー
ド事業は対応できない。（H28風景街道パートナーシップアンケート）

○風景街道指定地域であることをPRする看板の国道・高速道路への設置を要望します。
（H26風景街道パートナーシップアンケート）

○景観の創出など大きなことには民間主導の協議会だけの力では無理がありますので、
「風景街道」の主旨のもと、協働していけるようなチーム体制を国交省さんと作り、
積極的な支援をお願いしたい。（ H26風景街道パートナーシップアンケート）

○国の施策として進めていくのであれば、民間任せでは道路上の良好な景観の維持は
望めない。 国内交流人口、外国からの観光客の増加を目指すための1つの施策とし
て道路沿道の景観向上は必須であり、国の施策として方向性を早く示してほしい。
（ H25風景街道パートナーシップアンケート）

～風景街道の活動団体からの声～
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「美しい国土景観の形成」に関する現状



「日本風景街道」に関する標識を設置（道路
区域内に限る）しているルートは、全体の約
２割と少ない。北海道での設置事例が多い。

ブロック ルート名

北海道

支笏洞爺ニセコルート
大雪・富良野ルート
東オホーツクシーニックバイウェイ
宗谷シーニックバイウェイ
釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ
函館・大沼・噴火湾ルート
萌える天北オロロンルート
十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート
十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間
十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道
札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート
どうなん・追分シーニックバイウェイルート

関東

浅間・白根・志賀さわやか街道
千変万化の筑波山「まち」「さと」周遊ルート
南房総・花海街道
八ヶ岳南麓風景街道

北陸 日本の原風景「枝垂れ桜の咲く里への回り道」
中部 ぐるり富士山風景街道
近畿 日本風景街道伊勢街道

中国 人間文化の原風景～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路
風待ち海道-隠岐まるごとミュージアム-

四国 むれ源平石あかりロード

九州 ながさきサンセットロード～橋でつながる教会と歴史の
道～

沖縄 やんばる風景花街道

▼風景街道の標識を設置しているルート（24ルート）

▲ルートにおける「日本風景街道」の標識設置有無

データ：日本風景街道の標識調査（Ｈ29.5）

※日本風景街道の標識のうち、道路区域内に設置されている
標識を対象に調査

Ｎ＝139
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「美しい国土景観の形成」に関する現状

設置している
17％
（24）

設置していない
83％
（115）

※平成29年5月時点の登録ルート（139ルート）を対象とした
調査結果より作成

（ )内はルート数



・北海道では、シーニックバイウェイ北海道の認知度向上を目的とし、シーニックバイウェイ北海道の
ルートエリア内において、北海道全体で統一したレイアウト、ロゴマークによる看板を設置。

（北海道 計50枚） ※法定外看板による試行的な取組。
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「美しい国土景観の形成」に関する現状

北海道全体で統一したレイアウト、
ロゴマークによる看板設置位置



・日本風景街道のロゴや、ルート名を標識表示しているもののほか、「ながさきサンセットロード」や
「神仏の通い路」など、独自のルートロゴを用いている事例がある。

日本風景街道ロゴ

1.0m

館山市が関係各部・課による協議に基づき設置

ルート名

（高松市設置）（国交省設置）

四国地方幹線道路協議会道路管理部会標識分科会
香川県ブロック部会で調整のうえ道路管理者が設置

ルート名周知を目的に長崎県が設置 既設案内標識への添架や道の駅入り口への
ルートサインの設置を道路管理者が実施
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「美しい国土景観の形成」に関する現状

風景街道の案内標識設置位置

デザインを活動団体が検討、群馬県、長野県が設置

浅間・白根・志賀さわやか街道

南房総・花海街道 むれ源平石あかりロード
人間文化の原風景
～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～

ながさきサンセットロード



〇植栽活動や花植活動、清掃活動等はこれまで多数の取組実績があ
り、これらの活動は今後も引き続き継続されることが期待できる。

〇一方、ハード整備を伴う景観形成は、これまでの成果からは事例
が少なく、資金が不足しがちな活動団体主導での推進には限界が
ある。

〇風景街道の活動団体からも、景観向上に資するハード整備を行政
側に求める声がある。
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「美しい国土景観の形成」に関する現状

◆まとめ



Ｂ：地域活性化
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・地域･観光情報を伝えるコンシェルジュ（語り部含）の拠点施設への配置や、地域マップの配布等積極的
な取組が目立つ。

・一般の民家でも道案内等できるような仕組みづくりを行うなど、工夫した取組もあり、今後も継続的な
活動が期待される。

十勝シーニックバイウェイ～トカプチ雄大空間/Ｈ28

「来訪者をもてなし、楽しませる活動」で、一般民
家でもトイレを貸したり、道案内等をする「寄れっ
茶屋」に取組み、マップを作成し情報を発信。 18

佐渡國しま海道/Ｈ25

寄れっ茶屋 登録
43箇所/Ｈ25時点

十勝の魅力･生活の楽しみを伝え
る「ライフコンシェルジュ」を
「シーニックカフェ十勝が丘展望
台」に派遣。

<コンシェルジュの配置>

Ｂ：地域活性化 ①地域等の情報発信

これまでの活動成果

<一般民家での道案内事業>



<旧豊後街道を歩くウォーキングイベント>

九州横断の道阿蘇くまもと路/H28

<ルート内の食材の魅力をPRするイベントの開催>

<フォトコンテストの開催>

<農業体験ツアーの開催>

浅間ロングトレイル/H28

<シーニックナイト>

支笏洞爺ニセコルート/H22
よりみち街道『中越』/H20

<サイクルイベント>

悠久の竹内街道/H29

萌える天北オロロンルート/H28
19

・全国的に多くのルートで工夫を凝らしたイベントの開催がみられる。
・農業体験ツアーやサイクルイベントなど、地域資源を活かした催しも多く、今後も継続的な活動が

期待される。

②イベント開催（体験学習･ウォーキング･祭り･サイクル･フォトコンテスト等）

これまでの活動成果

Ｂ：地域活性化



・オリジナルで作成されたドライブマップの販売や、風景街道の地図や風景をデザインした商品など、多数取
組まれている。

・物販施設として道の駅を活用するルートもあり、今後も継続的な取組が期待される。

20

<オリジナルエコバックの販売>

<地域特産品（わかめ）を利用した食販>

<オリジナルドライブマップの販売>

奥能登絶景海道/H28

但馬漁火ライン/H20
シーニックバイウェイ北海道推進協議会/H20

③オリジナル商品・地域特産品の販売

これまでの活動成果

Ｂ：地域活性化

<オリジナル企画ツアーの販売>

十勝シーニックバイウェイ
トカプチ雄大空間/H27

但馬漁火ライン/H20



・良い景色や歴史を感じながら時間を過ごせるオープンカフェに取組む他、美しい景観が楽しめる一般の
カフェを登録し、スタンプラリーを実施する等の内容が取組まれている。

・道路協力団体制度を活用した収益事業が可能となっているため、今後は、オープンカフェ等に取組むルート
の増加が想定される。

人間文化の原風景～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～/H28

<シーニックカフェ登録/スタンプリー><オープンカフェの実施>

シーニックバイウェイ北海道推進協議会/H28

◆シーニックバイウェイ北海道にてシーニックカフェの登録制度を設けている
◆シーニックカフェの登録条件

北海道の美しい景観を、安全、快適に楽しむことが出来る「場」と「飲食」を提供して
いること又は、北海道の美しい景観に関する情報やドライブ観光情報等の発信を行って
いる「場」と「飲食」を提供していること

④オープンカフェ等の実施

これまでの活動成果

Ｂ：地域活性化

21
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・道の駅施設を利用したイベントの実施や、共同のＭＡＰ作りなどで連携が徐々に進んでいる。また、道路の
美化活動資金捻出のため、道の駅でのマルシェ開催などの取組もみられる。

・今後も、効果的な連携を図り双方の価値向上に向け、関係者間のコミュニケーション強化等が期待される。

＠道の駅「花ロードえにわ」

<道の駅での風景街道イベントの実施>
＠道の駅「フォレスト２７６」

<道の駅での風景街道イベントの実施>

シーニックバイウェイ北海道支笏洞爺ニセコルート/H28

<風景街道活動費用捻出のための道の駅での物販>

シーニックマルシェ＠道の駅「あさぎり」

ぐるり富士山風景街道/H28

費用充当

風景街道の紹介 道の駅の紹介<道の駅と共同のＭＡＰ作成>

近畿風景街道協議会/H28

⑤道の駅との連携

これまでの活動成果

Ｂ：地域活性化



23

・風景街道パートナーシップ単独での取組だけでなく、地元の大学や、鉄道等交通拠点との連携などの連携事
例がある。

・道路協力団体制度を活用し、サイクルラックや自動販売機の整備等が行われている事例がある。

<道路協力団体制度を活用したサイクル利便施設の設置・運営>

日南海岸きらめきライン/H29

<愛媛大学と連携した“風景街道”の活性化戦略の立案（ワークショップ）>

南いよ風景かいどう/H29
<新幹線（開業）と連携した町なか案内サインの整備・駅周辺への花植>

千曲川・花の里山風景街道/H28

駐輪場/サイクルラック 自動販売機

■サイクリストをもてなすサイクルレスト「よってね！」を設置。区域全体に広め、
サイクリストウェルカムな環境づくりを行うとともに、地域まちづくり団体やサイク
リング協会と連携し、地域資源を楽しむサイクルイベントの開催を行っている。

■また、道路協力団体活動として、サイクリストを対象としたベンチ、サイクルラック、
自動販売機、露店等の利便施設を設置・管理し、収益により道路の維持・管理を充実さ
せている。

愛媛大学生と地域の活動団体が、南いよ風景
かいどうの更なる活性化や交流人口の増加を目
指したワークショップを開催。

イベントポスターのキャッチフレーズ、リー
フレットの記事づくりや戦略について、活発な
意見交換を実施。

北陸新幹線飯山駅開業(H27.3)にあわせ、道路や駅周辺･構内に菜
の花を植栽、観光客などに向け案内看板「まちなかサイン」を設置

⑥その他の活動・団体（ＮＰＯ・学校等）との連携

これまでの活動成果

Ｂ：地域活性化
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出典：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケート▲「地域活性化」に関する内容別活動実績

Ｑ：「地域活性化」に関して、これまで行ってきた主な活動を教えてください。（複数回答可）

（取組数）

・「地域活性化」について、何かしら取組んでいる（１つ以上取組んでいる）ルートは全体の約８割。
・取組の内容では、「イベント開催」が最も多い。
・また、「地域資源の調査」や「オリジナル商品の企画・開発」など、地域活性化に向けた積極的な取組が

行われている。

イベントの開催 地域資源
の調査

オリジナル商品の企画・販売

広報資料の作成

ベンチ・トイレ等の設置

シンポジウム･会議･研修会等の開催･参加

事業の実施

施設等の整備

その他

「地域活性化」に関する現状

（ルート数） Ｎ＝132

▲ルートによる回答項目数の分布（取組なし）

回答なし（取組なし）
23％

（31）

１つ以上取組んでいる
77％

（101）

▲地域活性化への取組有無

Ｎ＝132

合計：２００

（ )内はルート数



〇ルート毎に特色を活かしたイベントを開催する他、オリジナル商
品の販売やオープンカフェなど、収益事業も実施されており、地
域活性化に関しては多くのルートで積極的に取組まれている。

〇また、風景街道単独での活動だけでなく、道の駅や地元の大学、
鉄道駅等の交通拠点と連携した取組もみられる。

〇今後は、観光振興の取組との連携等により、活動の拡大が期待さ
れる。

25

「地域活性化」に関する現状

◆まとめ



Ｃ：観光振興
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銀行などの観光に
関係ないような施
設も掲載する

表現方法はイラストなが
らも、全てが事実である

掲載する全ての建物の写
真を撮り、イラストを描
画している

細部にわたり、わかりやす
いものを作る地域の人が人に

勧めたくなるよ
うに、地元のツ
ボを押さえる

地域情報の「どこ？」をビジュアルで伝える「オロロン手書きまっぷ」を発行。過去のストックを基礎としながら、情報収集
作業により築いた地域とのゆるやかな関係性により、他に類を見ない全市町村が統一のイラストマップ（留萌観光連盟製作）
を実現。各市町村の観光協会を通じて、各市町村内で配布している他、ホームページ上にも掲載し、全国に配信。各市町村の
手書きマップ（Ａ３版）をつなげると、1枚の留萌管内マップ（約3m）が完成。

シーニックバイウェイ北海道
萌える天北オロロンルート/Ｈ25

・観光客への分りやすい観光情報を提供するため、各ルートではルートマップやガイドマップを作成してい
る事例が多い。

・手書きマップなど、細部まで工夫を凝らした取組もあり、今後も継続的に取組まれることが期待される。

27

Ｃ：観光振興 ①ルートマップ・ガイドマップの企画・作成・配布

これまでの活動成果



人間文化の原風景～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～/Ｈ25

東海道「駿河２峠６宿風景街道」/Ｈ25

設置前

設置後

28

・観光案内板は、日本風景街道としての統一ルールがなく、各ルートで独自に作成・設置されている。
・統一的なデザインとすることで、日本風景街道の知名度向上、ブランド向上に繋がることが期待される。

<オリジナルの案内地図>

出羽の古道 六十里街道/Ｈ25

<高層マンションの敷地に設置した案内サイン> <国道用地に設置したサイン>

<出雲空港道路上の風景案内板＞ <道の駅内の道案内地図＞

<既設看板を撤去し集約した案内看板＞

九州横断の道やまなみハイウェイ/Ｈ25

②観光案内板の設置

これまでの活動成果

Ｃ：観光振興
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・地域の魅力や素晴らしい景色を楽しんでもらえるようなツアーの企画・立案を行っているルートが存在。
・ “地域の魅力の再発見”を目的に実施するルートも複数存在し、今後も、継続的な取組が期待される。

約200年前

菅江真澄の図絵（約200年前）とほぼ変わらない景色の中での昼食

比較

<オリジナルツアーの開催>

施設見学＠田平天主
堂

食事＠松浦海のふるさと館

記念撮影＠西海橋公園

ながさきサンセットロード/Ｈ28

<商品開発に向けたモニターツアーの開催>

現在 菅江真澄の図絵

菅江真澄と巡るあきたの道/Ｈ20

<隠れた魅力を発見するためのエコハイクツアーの開催>

語り部

秩父路ルネッサンス/Ｈ20

③ツアーの企画立案・実施

これまでの活動成果

Ｃ：観光振興

地域ボランティア

まち歩きツアー



・ガイドマップの多言語化に取組んでいるルートがあるものの、現時点での実績は少ない。
・外国人観光客が多い地域では、観光協会等が多言語化を進めているケースも多いと想定されるが、風景街道

としての取組（案内看板やＭＡＰの多言語化、ピクトグラムの活用等）の推進も期待される。

<ルート情報の多言語化>

むれ源平石あかりロード/Ｈ25 30

<サイクリングマップの多言語化/英語･中国語(簡体字･繁体字)･韓国語>

しまなみ風景街道

④情報の多言語化

これまでの活動成果

Ｃ：観光振興
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・外国人観光客を日本独自の文化でもてなしたり、外国旅行会社との連携、来訪促進事業等の事例がある。
・現状では、風景街道としての外国人観光客誘致に関する取組は限定的であり、インバウンド増加を見据えた

取組の拡大が期待される。

シーニックバイウェイ北海道推進協議会/Ｈ28

【来訪促進事業の実績】

●フランス開催「TOP RESA」
への参加

●香港「第27回ブックフェア」
への出展

●台湾・日月潭「COME BIKE 
DAY！」への出展・参加

●台湾・現地旅行社の招聘

●台湾・ブロガー招聘事業

着付け体験と記念撮影 料亭での会食サプライズケーキでおもてなし ウェルカムボードでお出迎え

にちげつたん

香港「第27回ブックフェア」への出展状況

しまなみ風景街道/Ｈ28

シンガポールの旅行会社と連携し、北海道観光ドラ
イブツアーにて、函館での「おもてなし」を企画。

シーニックバイウェイ北海道函館・大沼・噴火湾ルート/Ｈ27

・観光遊覧船でのクルージング
・フルーッを使ったスイーツ作り
・振袖の着付け
・成人式・還暦等の体験

⑤外国人観光客の誘致

これまでの活動成果

Ｃ：観光振興

しまなみ風景街道/Ｈ28
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データ：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケート▲「観光振興」に関する内容別活動実績

Ｑ：「観光振興」に関して、これまで行ってきた主な活動を教えてください。（複数回答可）

（取組数）

・「観光振興」について、何かしら取組んでいる（１つ以上取組んでいる）ルートは全体の約８割。
・取組の内容では、「パンフレット・ガイドマップ作成」が最も多い。
・また、「イベントの開催」や「ＨＰ作成・運営」の他、「観光ガイドの育成・導入」など、観光客の受入態

勢の整備についても行われている。

パンフレット・
ガイドマップ作成

観光ガイドの育成・導入

「観光振興」に関する現状

（ルート数）

Ｎ＝132

▲ルートによる回答項目数の分布（取組なし）

回答なし（取組なし）
17％

（22）

１つ以上取組んでいる
83％

（110）

▲観光振興への取組有無

Ｎ＝132

イベントの開催 ＨＰ作成
･運営

施設の整備

SNS作成・運営

その他

PR事業
合計：２５９

（ )内はルート数
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データ：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケート

・「観光振興」について、何かしら取組んでいる（１つ以上取組んでいる）ルートのうち、観光協会との連携
実績のあるルートは約3割に留まり、多くのルートは連携実績がない。

・連携実績のあるルートからは、「広域的な広報」「知見の共有」「認知度の向上」に繋がったという声が聞
かれており、連携によるメリットが確認されている。

「観光振興」に関する現状

▲「観光振興」に取組んでいるルートのうち
観光協会との連携実績のあるルートの割合

観光協会との
連携実績あり
34％
（37）観光協会との

連携実績なし
66％
（73）

Ｎ＝110

➣共通の広報をすることで、より広域的に活動を
周知することに繋がった。

➣知見の共有が図られ、これからの取り組みの
参考になった。

➣地域での風景街道に対する認知度が高まった。

連携によるメリット

Ｑ：日本風景街道の活動において、他の風景街道や他の団体が主催する活動と連携したことはありますか。

データ：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケート

約７割は観光協会
との連携実績なし （ )内はルート数



◆国別訪日外国人数 (2016年)◆

◆各ルートの多言語化への対応状況◆多言語化に取組んでいる割合が低い

急増

34
データ：Ｈ28日本風景街道パートナーシップアンケート

「観光振興」に関する現状

・近年、訪日外国人も年々増加しており、 観光地側での多言語化への対応が急務である。
・一方、日本風景街道の各ルートでは、多言語化に取組んでいる割合が低い。

出典：日本政府観光局 (JNTO) 発表統計よりJTB総合研究所作成◆年別訪日外国人数の推移◆



〇観光パンフレットやガイドマップの作成、イベントの開催など、
観光振興に関する活動は積極的に行われている。

〇一方、観光協会と連携実績がないルートも半数以上存在しており、
様々な観光施策との連携も現時点では十分といえない。

〇訪日外国人旅行者数は近年飛躍的に伸びており、今後も増加が期
待されるものの、風景街道パートナーシップアンケート調査から
は多言語化への対応状況は限定的となっている。

35

「観光振興」に関する現状

◆まとめ


